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あらまし：大学生や新入社員を主たる読者層に想定し、自分の学びにインストラクショナルデザインの研

究成果を活用する基礎を教えるためのテキスト『学習設計マニュアル』を準備している。本稿では、自分

の学びを点検する一環として設定した第 2 章「自分の学習スタイルを把握する」の内容を紹介する。ラ

イフスタイルとしては、アドラー心理学の能動・受動と対人・課題の 2 次元 4 種類を紹介した。学習ス

タイルは VAKT の分類枠とコルブの経験学習理論を紹介し、後者を拡充していく必要性を指摘した。 
キーワード：学習スキル，高等教育，企業内教育，インストラクショナルデザイン 

 
1. はじめに 
インストラクショナルデザイン（以下、ID）は教

育の効果・効率・魅力を高めるための知見を提案し

ている領域で、半世紀の間に数多くのモデルや理論

が提案されてきた(1)。学習目標の明確化と一致した

評価方法や、それを支援するための教育活動の構成

方法等の ID の基礎を教えるためのテキストをシリ

ーズ化し、刊行してきた。独学支援のための印刷教

材の設計開発を扱った『教材設計マニュアル』(2)、

初等中等教育の授業設計を扱った『授業設計マニュ

アル』(3)、社会人向けの組織における教育研修を扱

った『研修設計マニュアル』(4)に続く第 4 弾として

大学生や新入社員を主たる読者層に想定し、自分の

学びに ID の研究成果を活用する基礎を教えるため

のテキスト『学習設計マニュアル』を準備している。 
大学教育への転換を図る入学生向け科目として、

スタディスキルの育成や自己主導学習者への変容を

促す試みは各地で試みられている。一方で、新入社

員教育の段階でも学習者が受け身であり主体性に欠

けていることが問題視され続けている。ID は教育提

供者側の設計プロセスを支援するために応用され、

例えば大学教員向け FD セミナー等でも紹介されて

きた。教育の質改善を行うことは重要であるが、最

終的には、自律的主体的な学び手を育てるためには、

学び手自身に ID の素養を持たせることが不可欠に

なる。そこで、ID の成果を転用して学習スキル育成

に資する手立てにできないかと発想したのが、この

テキストである。 
本稿では、自分の学びを点検する一環として設定

した第 2 章「自分の学習スタイルを把握する」の内

容を紹介する。 
 

2. 第 2章の概要 
第 2 章「自分の学習スタイルを把握する」は、表

１のように構成されている。章の位置づけ図に続い

て、章の冒頭に以下の 3 つの学習目標を掲げている。 

第 2 章の学習目標 
１． ライフスタイルの違いについて、能動・受動

と対人・課題の 2 次元に整理し、それぞれ例

を挙げて説明できる 
２． 学習スタイルの違いについて、VAKT などの

分類枠を活用して、自分の傾向と学習への活

かし方について例を挙げて説明できる 
３． 学習スタイルを拡張する方法について、コル

ブの学習スタイルの 4 タイプと 3 段階を使っ

て、これまでの経験を振り返り、今後の計画

を立案できる． 
 

 
表 1：第 2 章の章構成 

章の位置づけ図 

学習目標 

「自分の学びと向き合う：最初に考えてみよう！」 
１． ライフスタイルを 4 つに分けてみよう 

1.1 10 歳までにライフスタイルは決まる：2 つの

軸で整理する 
1.2 ライフスタイルを 4 つに分けて考える：アドラ

ー心理学の分類 
２． 学習スタイルを調べてみよう 

2.1 学習スタイルの VAKT モデル 

３． 学習スタイルを拡充・成長させる 
3.1 コルブの経験学習理論と学習スタイル 

3.2 学習スタイルを広げることが学び方を学ぶこと 

「考えてみよう！」 
事例 

学ぶ側―佐藤さんの場合： 
教える側―高橋君の場合： 

練習 

フィードバック 

参考文献 
注：暫定使用版であり、出版時には異なる可能性がある
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学習目標の直後には、これまでの経験を振り返っ

て章の内容を学習する方向づけを行う「自分の学び

と向き合う：最初に考えてみよう！」があり、本文

に続く。本文の後には、読んで考えたことの省察を

促す「考えてみよう！」があり、学ぶ側と教える側

で何を考えたかを示す事例に続いて練習問題と解説

（フィードバック）が配置されている。各章の構成

はこれまでのシリーズで採用してきたものを踏襲し、

全章共通となっている。 
 

3. ライフスタイル：アドラー心理学 

学習スタイルへの導入的な位置づけで、第 2 章で

はアドラー心理学の能動・受動と対人・課題の 2 次

元 4 種類を紹介した（図１）(5)。ライフスタイルは

10 歳までに決まっているとする説を紹介し、自己の

ライフスタイルはどの側面が強いかを認識してもら

う。それと同時に、自分とは異なることを重視する

ライフスタイルも存在することに気づかせ、対人関

係の基礎を得てもらうのがねらいである。 
 

4. 学習スタイル：VAKT からコルブへ 

学習スタイルについては様々な分類があり、これ

までもいくつかが紹介されてきた(6)。本章では、ま

ず、どのような学び方を好むかによって、視覚型

（V）・聴覚型（A）・運動感覚型（K）・触覚型（T）
に学習者をタイプ化する VAKT 分類(7)を取り上げた。

それぞれのタイプの学習者にはどのような学習への

ヒントがあるかを紹介し、学習スタイルを知ること

で自分なりの学び方の糸口になることを述べた。 
次に、コルブの経験学習モデルに基づく学習スタ

イルについて紹介した。コルブは、学習とは知識を

受動的に覚えることではなく、自分の経験から独自

の考え方を紡ぎだすこと、つまり「経験を変換する

ことで知識を創りだすプロセス」であると捉え、①

具体的な経験をし、②その内容を振り返って内省す

ることで、③そこから得られた教訓を抽象的な仮説

や概念に落とし込み、④それを新たな状況に適用す

るという 4 つのステップにモデル化した。学習サイ

クルとして紹介され、大きな影響を与えてきた (8)。 
 

 
図１：４つのライフスタイル(5) 

他方で、コルブの経験学習モデルの 4 つのステッ

プは、学習スタイルを見極める枠組みにもなってい

る(9)。図２に示すように、発散型・同化型・収束型・

適応型のどのタイプを得意とするかで学習スタイル

が定まり、これまでに蓄積してきた学習経験や仕事

として求められることの種類により、現在の得意・

不得意が決まっているとする。さらに、この枠組み

の不得意領域を身につけていくことで学習スタイル

を拡充していくことこそが学びのプロセスであると

する段階説もあり(9)、学習スタイルから学び手とし

ての成長を展望する課題に結びつけることにも活用

した。 
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図２：コルブの経験学習サイクルと学習スタイル 

注： http://www.businessballs.com/kolblearningstyles.htm
を筆者らが和訳した。 
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